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在 チリ日 本大 使 館 経済 班 

チリ経 済 情 勢 報 告 （2018年 ４月 ） 

 

１．経 済 指 標  
（１） 経 済 活 動 指 数 （ IM ACEC ） －

前 年 同 月 比 4.6％増 －  
３月 のIMACECは前 年 同 月 比 4.6％，

季 節 調 整 済 前 月 比 は0.5％となり，順

調 な 成 長 を 続 け て い る 。 鉱 業 は 前 年

同 月 比 31 .7 ％ と 引 き 続 き 好 調 で ， 鉱

業 以 外 の業 種 も同 2.7％と好 調 で，商

業 ，サービス業 が上 昇 している。なお，

季 節 調 整 済 前 月 比 で は 鉱 業 は ▲

0.5％，非 鉱 業 部 門 は0.6％となった。 

中 銀 ア ン ケ ー ト に よ る ５ 月 の

IMACEC の 予 想 は 前 年 同 月 比 4.4 ％

（中 央 値 ）となっている。 

 

（２） 消 費 －改 善 している－  
①  ３ 月 の 商 業 活 動 指 数 （ 実 質 ， INE

公 表 ） は ， 前 年 同 月 比 3.4 ％ と 好 調 で

あ っ た 。 同 指 数 の 小 売 業 （ 除 く 車 ） は

同 3.6％となった。 

②  ３ 月 の ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 販 売 額

（ 実 質 ， INE 公 表 ） は ， 前 年 同 月 比

4.6％となった。 

③  商 業 販 売 額 （チリ商 工 会 議 所 公 表 ，

サンティアゴ首 都 圏 ，暫 定 値 ）は，３月

は7.7％となった。 

＜概 要 ＞ 景 気 は回 復 している。  
● 消 費 は改 善 している。  
● 企 業 マインドが好 調 であり，鉱 業 生 産 が好 調 である。  
● 失 業 率 は緩 やかに上 昇 している。  
● 消 費 者 物 価 は上 昇 率 が低 下 している。  
● 貿 易 は黒 字 が拡 大 している。  
● 銅 価 格 が好 調 で，為 替 はドル高 傾 向 にあり，株 価 は緩 やかに下 降 している。  

先 行 きについては，米 国 の保 護 主 義 政 策 及 び米 中 間 貿 易 紛 争 による，世 界 的 な貿

易 動 向 とチリ国 内 経 済 に与 える影 響 に引 き続 き留 意 する必 要 がある。 
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④  消 費 者 認 識 指 数 （CEEN公 表 ）は３ 月 が112 .0と好 調 であ る。現 状 指 数 は130 .1，将 来

指 数 は1月 が105 .7となった。  

⑤  ３月 の新 車 販 売 台 数 は33，355台 （前 年 同 月 比 12.5％）となった。  

 

（３） 鉱 工 業 生 産 ， 電 力 － 鉱 業 が

好 調 である－  
３ 月 の 工 業 生 産 指 数 は ， 前 年 同 月

比 ▲ 2.4％ となっ た 。セ クタ ー 別 では ， 石

油 派 生 製 品 が 15.6 ％ ， 化 学 が 9.3 ％ と

増 加 す る 一 方 ， 印 刷 が ▲ 55 .0 ％ ， た ば

こが▲29.3％と下 落 している。 

３ 月 の鉱 業 生 産 指 数 は前 年 同 月 比

27 .0％，銅 生 産 量 は同 31.1％となった。 

３月 の電 力 指 数 は前 年 同 月 比 2.9％

となった。 

 

（４） 企 業 の 業 況 判 断 － 好 調 で あ る

－  
３ 月 の IMCE （ 企 業 業 況 判 断 指 数 ） は

54 .41ポイントで，前 月 差 は0.07ポイントと，

引 き 続 き 好 調 で あ る 。 内 訳 を 見 る と ， 商

業 が 61.06 （ 同 ▲ 0.80 ポ イ ン ト ） ， 鉱 業 が

54 .88 （ 前 月 差 4.75 ポ イ ン ト ） ， 製 造 業 は

52 .67（同 ▲0.30ポイント）と好 調 な中 ，建

設 業 が48.39（同 ▲2.79ポイント）と下 落 し

ている。 

 

 

（５） 不 動 産 － 住 宅 部 門 が 回 復 し て

いる－  
３ 月 の 建 築 許 可 面 積 （ INE 公 表 ）は 前

年 同 月 比 3.6％（3か月 移 動 平 均 ）と回 復

している。内 訳 を見 ると，住 居 が同 19 .8％

プラス成 長 を続 ける一 方 ，非 住 居 は同 ▲

24 .6％と下 落 が続 いている。 
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(%) 消費者物価の動向

総合 コア 政策金利

インフレターゲット
（2～4％）

（６） 雇 用 －失 業 率 は上 昇 している－  
１ ～ ３ 月 期 の 失 業 率 は 6.9 ％ と ， 再 び

上 昇 傾 向 にある。前 年 同 期 比 で見 ると，

労 働 力 人 口 は 225 , 023 人 増 加 （ 前 年 同

期 比 2.6 ％ ） ， 就 業 者 数 は 183 , 731 人 増

加 （ 同 2.2 ％ ） し ， 失 業 者 数 は 41,292 人

増 加 （ 同 7.1％） してい る。 就 業 者 数 を 職

業 別 に み る と ， 不 動 産 業 が 教 育 ・ 科 学

技 術 が 同 17 .3 ％ ， 情 報 ・ 通 信 が 同

10 .2％，金 融 仲 介 が同 8.6％と増 加 する一 方 ，電 気 ・ガスが▲9.1％，管 理 業 が▲2.4％と

減 少 している。 

３月 の賃 金 は，名 目 は前 年 同 月 比 3.7％，実 質 は同 1.8％となった。 

 

（７） 物 価 －上 昇 率 が低 下 している－  
４月 の消 費 者 物 価 指 数 （総 合 ）は，前

月 比 は0.3％，前 年 同 月 比 は1.9％となっ

た 。 品 目 別 に 前 年 同 月 比 の 動 き を み る

と 燃 料 （ 4 .8 ％ ） ， ア ル コ ー ル ・ タ バ コ

（ 4 .5 ％ ） ， 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 （ 3 .8 ％ ） が 上

昇 している一 方 ，衣 料 品 ・靴 （▲5.2％），

通 信 （▲0.9％）と下 落 している。 

中 銀 ア ンケートに よる６月 の消 費 者 物

価 指 数 （ 総 合 ） の 予 想 は 前 月 比 0.2 ％ と

なってい る。イ ンフレ 期 待 は1 年 後 ：2 .8％

（前 月 2.7％），2年 後 ：3.0％（前 月 3.0％）であり，引 き続 き物 価 の回 復 には時 間 がかかる

と見 ている。 

３ 月 の 生 産 者 物 価 （ 全 産 業 ）は， 前 月 比 は▲0.6％， 前 年 同 月 比 は4.8％ となった 。 鉱

業 が上 昇 （前 年 同 月 比 6.5％）し続 ける一 方 ，銅 以 外 の産 業 では伸 び率 が低 下 （同 3.6％）

しており，特 に農 耕 牧 畜 （同 ▲3.1％）と減 少 している。 

 

（８） 貿 易 －黒 字 が拡 大 している－  
①  ４月 の輸 出 額 （FOB）は63 . 5億 ドル（前

年 同 月 比 24.9 ％ ） と な っ た 。 内 訳 を 見 る

と，鉱 業 品 33 .4億 ドル（同 31 .1％），農 林

水 産 品 7.4億 ドル（同 14 .2％），製 造 業 品

22 .7 億 ド ル（ 同 20 .2 ％ ） とな った 。 鉱 業 品

の う ち 銅 は 30.0 億 ド ル （ 同 32 .4 ％ ） と な っ

た。 

②  ４月 の輸 入 額 （FOB）は53 . 7億 ドル（前
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年 同 月 比 19 .6 ％ ） と なっ た 。 内 訳 （ CIF ） は ， 消 費 財 16 .5 億 ド ル （ 同 10 .2 ％ ）， 中 間 財 30.0

億 ドル（同 30 .1％），資 本 財 10.4億 ドル（同 8.4％）となった。 

③  ４月 の貿 易 収 支 （FOB）は9.8億 ドルの黒 字 となった。 

 

（９） 対 日 ・中 ・韓 貿 易  
①  対 日 貿 易 （FOB ）：３ 月 の貿 易 額 は， 輸 出 額 6.7億 ドル（前 年 同 月 比 26 .4％），輸 入 額

1.9億 ドル（同 ▲3.0％），貿 易 総 額 では8.7億 ドル（同 18 .4％）となった。 

②  対 中 貿 易 （FOB）：３月 の貿 易 額 は，輸 出 額 18 .6億 ドル（前 年 同 月 比 56 .6％），輸 入 額

13 .6億 ドル（同 25 .1％），貿 易 総 額 では32.2億 ドル（同 41 .5％）となった。 

③  対 韓 貿 易 （FOB ）：３ 月 の貿 易 額 は， 輸 出 額 4.4億 ドル（前 年 同 月 比 32 .6％），輸 入 額

1.2億 ドル（同 ▲25.2％），貿 易 総 額 では5.7億 ドル（同 13 .7％）となった。 

 

 

２．市 場 の動 き 

（１） 国 際 銅 価 格 －好 調 を続 けている－  
４ 月 の 国 際 銅 価 格 は 1ポ ンド 3.0645ド ル（ ２ 日 ）

で 始 ま っ た 。 月 初 は 米 中 貿 易 摩 擦 か ら 銅 価 格

が 下 落 し た が ， 緩 や かな 上 昇 傾 向 が 続 き 3.16ド

ルま で 上 がっ た 後 ， 月 末 に は 3.0767 ドル （ 30 日 ）

と前 月 末 比 1.5％で終 了 した。 

４ 月 の 銅 在 庫 は ， 900 ,494ト ン （ ２ 日 ） で 始 ま り ，

月 末 に は 810 ,039 （ 30 日 ） と 前 月 末 よ り 減 少 し

た。 

 

（２） 為 替 －緩 やかなドル高 傾 向 にある－  
４ 月 の 為 替 は ，1 ドル 603 . 39 ペ ソ （２ 日 ） で 始 ま

り ， 米 中 間 の 貿 易 摩 擦 と 中 国 の 経 済 不 安 に 対

する世 界 的 なドル高 傾 向 から，チリペソも乱 高 下

し，結 果 的 に月 末 には605 . 74ペソ（30日 ）と前 月

末 差 0.48ペソと先 月 末 と同 程 度 の水 準 で終 了 し

た。 

 

（３） 株 価 －緩 やかな下 降 傾 向 にある－  
４ 月 の IPSA 値 （ サ ン テ ィ ア ゴ 主 要 株 式 指 数 ）

は5502 . 6ポイント（２日 ）で始 まった。銅 価 格 の下

落 ，米 国 の貿 易 保 護 主 義 に 対 する投 資 家 の懸

念 か ら 緩 や か な 下 落 が 続 い て お り ， 月 末 に は

5710 . 90 ポ イ ン ト （ 30 日 ） と ， 前 月 末 比 3.0 ％ で 終

了 した。  
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3．経 済 トピックス 

（１） 仏 企 業 Engie  Energia による石 炭 火 力 発 電 の閉 鎖 方 針 （報 道 ）  
 仏 企 業 Ｅｎｇｉｅ  Ｅｎｅ ｒｇ ｉａチリ社 が，他 社 に先 んじて，現 在 操 業 中 の石 炭 火 力 発 電 所 を

閉 鎖 すること及 び新 規 増 設 は行 わない旨 発 表 した。 

 「Ｅ」社 は，チリ国 家 エネルギー委 員 会 （ＣＮＥ）に対 し，トコピージャ発 電 所 の一 画 を構 成

する８５ＭＷ分 の発 電 基 を停 止 するプロセスに入 ることを申 請 した。但 し，実 際 の停 止 まで

の期 間 に つ い ては ， 停 電 の 可 能 性 もあ り 当 局 から 保 留 されて お り ，今 後 １ ２ ～３ ６ ヶ 月 の

間 と見 込 まれる。「Ｅ」社 は，当 該 発 電 所 に１７０ＭＷの発 電 許 容 量 を有 し，チリ全 体 では

１，１００ＭＷの発 電 を行 っている。 

 「Ｅ」社 は，今 後 は 石 炭 火 力 発 電 から脱 却 し，太 陽 光 及 び風 力 に よる再 生 可 能 エ ネル

ギ ー発 電 に 切 り 替 え てい くと 説 明 してい る 。「Ｅ」 社 は，チ リ 北 部 で鉱 業 活 動 を 行 うチ リ 銅

公 社 （ＣＯＤＥＬＣＯ），グレンコア社 ，フリーポート社 と（電 力 供 給 の）契 約 見 直 しを行 うこと

となる。 

 

（２） 環 境 影 響 評 価 手 続 き（ＳＥＩＡ）入 り投 資 プロジェクト件 数 （報 道 ）  
 ２０１８年 第 １四 半 期 ，環 境 影 響 評 価 手 続 き（ＳＥＩＡ）に入 った投 資 プロジェクト案 件 は，

１７１件 。総 額 では，３，４９６．８百 万 米 ドル。大 規 模 な案 件 では，チリ銅 公 社 （ＣＯＤＥＬＣ

Ｏ）のアンディナプロジェクト（２５０ 百 万 米 ドル），チリ石 油 ・天 然 ガス国 営 会 社 （Ｅｎａｐ ）の

事 業 案 件 （２４５百 万 米 ドル）。なお，対 前 年 同 期 比 では２８％の減 少 であった。前 年 同 期

は総 額 ４，８９５．４百 万 米 ドル。 

 但 し，当 該 期 間 の案 件 数 は対 前 年 比 で減 少 したが，企 業 による信 頼 回 復 及 び銅 価 の

回 復 を受 けて，２０１８年 中 の案 件 は増 加 するとの見 通 し。環 境 評 価 庁 のＢｒｕｃｈｅｒ長 官

は，一 つの指 標 として，同 期 間 （同 期 間 以 前 にＳＥＩＡに入 った）８，４００百 万 米 ドルもの案

件 が既 に （環 境 影 響 評 価 の）承 認 を 受 け ており，これらは本 年 中 に 施 行 されるプロジ ェク

トであるとして見 通 しは明 るいとした。 

 

（３） ＡＰＥＣ２０１９チームの立 ち上 げ（外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 プレスリリース）  
 ３日 ，外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 （ＤＩＲＥＣＯＮ）は，ＡＰＥＣ２０１９チームの立 ち上 げを発

表 した。同 チームのヘッドは，ロドリゴ・ヤニェスＤＩＲＥＣＯＮ総 局 長 が努 め，同 時 にＳＯＭ議

長 となる。そして，マティアス・フランク同 多 国 間 経 済 関 係 局 長 は，チリＳＯＭとなる。更 に，

パウリナ・ナサル同 前 総 局 長 はロジ・サブの調 整 役 として同 チームに加 わる。 

 その他 ，アリスティア・ギジェルモ２０１５年 ミラン万 博 チリ事 務 局 長 はロジ，マルセラ・オテ

ロＤＩＥＣＯＮ 前 多 国 間 経 済 関 係 局 長 （当 館 注 ：前 チリＳＯＭ）はサブを担 当 する。また，デ

ィエゴ・ガルシア二 等 書 記 官 は，ＡＰＥＣシンガポール事 務 局 の任 務 を終 えて帰 国 した。 

 ヤニェス総 局 長 は，ＡＰＥＣ議 長 を務 めるということは，チリの国 際 貿 易 においても大 きな

挑 戦 の一 つであり，そのため，ピニェラ大 統 領 はプライオリティを置 いている旨 述 べた。 

 ＡＰＥＣチリでは，総 数 ２０，０００人 の各 エコノミー代 表 団 を迎 え，ワーキンググループ，委

員 会 ，ＳＯＭ会 合 ，閣 僚 会 合 ，そして最 後 に首 脳 会 合 に至 るまで２００以 上 の会 合 を行 う

予 定 。 

 パプアニューギニアで開 催 される５ 月 の第 ２ 回 ＳＯＭ 会 合 及 び貿 易 担 当 大 臣 会 合 （ＭＲ

Ｔ）にはチリＡＰＥＣの新 メンバーが参 加 する。 

 

（４） トコピージャ石 炭 火 力 発 電 所 の一 部 閉 鎖 発 表 （エネルギー省 プレスリリース）  
 ヒメネス大 臣 は，仏 企 業 Ｅｎｇ ｉｅ  Ｅｎｅ ｒｇ ｉ ａチリ社 が，１７０ＭＷの発 電 許 容 量 を有 するト

コピージャ石 炭 火 力 発 電 所 の１ ２，１３ 基 の閉 鎖 プロセスを 開 始 するとの発 表 を 取 り上 げ

た。 

 「ヒ」大 臣 は，「Ｅ」社 の決 定 は，ピニ ェラ 政 権 が推 進 するグ リ ーンエネ ルギ ー化 及 び（ 温
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暖 化 ガスの）排 出 削 減 という方 針 に沿 ったものと評 価 する。また，これは本 年 １月 にエネル

ギー大 臣 がチリ発 電 事 業 者 協 会 ，発 電 事 業 者 ＡＥＳ Ｇｅｎｅｒ社 ，コルブン社 ，Ｅｎｅ ｌ社 ，Ｅ

ｎｇ ｉｅ社 と合 意 した脱 石 炭 火 力 の合 意 を実 現 しているもの。そのために，先 の合 意 を 受 け

て，今 後 ，電 力 供 給 の安 定 性 を維 持 し電 力 の高 コスト化 を招 かずにも，持 続 的 に脱 石 炭

火 力 を進 めるための作 業 テーブルを設 けることになっている，と述 べた。 

 一 方 ，「ヒ」大 臣 は，「Ｅ」社 に対 し，本 決 定 を受 けて，（電 力 供 給 等 の）社 会 的 な影 響 を

見 極 めて慎 重 に進 めてほしいとした。 

 チリでは，現 在 ，石 炭 火 力 による発 電 割 合 は，全 体 の約 ４０％を占 める。 

 

（５） 二 つのサンティアゴ・バルパライソ間 鉄 道 計 画 （報 道 ）  
 政 府 は，首 都 サンティアゴとバルパライソ（チリ中 部 。第 ５州 ）間 の交 通 渋 滞 解 消 のため

の施 策 を検 討 すると発 表 した。昨 ４ 日 ，その施 策 のうち，フット 運 輸 通 信 大 臣 は，今 後 数

週 間 で２つの鉄 道 計 画 を検 討 する。１つはサンティアゴ・バルパライソ間 高 速 鉄 道 計 画 （Ｔ

ＶＳ），もう１つは国 有 鉄 道 会 社 （ＥＦＥ）によるプロジェクト案 件 と述 べた。 

 「フ」大 臣 は，投 資 規 模 は大 きく両 計 画 とも慎 重 に見 極 める必 要 がある，と述 べた。 

 ＴＶＳは，（チリ大 手 ゼネコン）シグド・コッパー社 と中 国 鉄 道 企 業 （Ch ina  Ra i lways  G roup）

が１６億 米 ドルの共 同 出 資 で進 めるプロジェクトで国 に補 助 を 求 めていない。一 方 のＥＦＥ

プロジ ェクト は３ 年 間 の計 画 で政 府 予 算 １ ５ １ 百 万 米 ドルを 見 込 み，港 湾 関 係 の 民 間 部

門 から追 加 的 な投 資 も想 定 している。 

 ゴンサレスＥＦＥ総 裁 は，予 算 は運 輸 通 信 大 臣 の許 可 ，その後 ，大 統 領 の承 認 が必 要

である，と述 べた。 

 

（６） ジ ャ ニ エ ス 外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 （ Ｄ ＩＲ Ｅ ＣＯＮ ） 総 局 長 イ ンタ ビ ュ ー 記 事 （ 報

道 ）  
 今 後 のチリの貿 易 協 定 の拡 大  

先 ずは，ＣＰＴＴＰの拡 大 の可 能 性 である。公 式 ではないにせよ，コロンビア，韓 国 及 びＡＳ

ＥＡＮが関 心 を示 している。次 に，本 年 下 半 期 にも始 まるＥＵとのＥＰＡ深 化 ，韓 国 との（ＦＴ

Ａ 深 化 ）交 渉 ，ポ スト Ｂｒｅｘ ｉ ｔを 見 据 えた 英 国 との（貿 易 協 定 ）交 渉 ，フィリ ピンなどとの太

平 洋 同 盟 への準 加 盟 国 入 り交 渉 。アフリカについては，アフリカ関 税 同 盟 とは話 し合 いを

行 っているし，南 アフリカ，ボツワナ及 びエジプトとはＭＯＵを締 結 している。 

 ＣＰＴＴＰの見 通 し 

（ＣＰＴＴＰの発 効 条 件 となる）最 初 の６ヶ国 となりたい。凍 結 項 目 は２０あり，その一 つが知

的 財 産 権 であ った。また，これまで１１ヶ 国 が有 していなかった 腐 敗 行 為 の防 止 ，中 小 企

業 ，競 争 政 策 ，規 制 の整 合 性 ，ジェンダーなどが含 まれた。 

 ＡＰＥＣ２０１９ 

二 つ の 重 要 なポ イ ント があ り ， 第 一 に ， 我 々 に とって ，ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 が 有 す る 重 要

性 を伝 達 することであり，これはなぜＣＰＴＴＰに我 々が署 名 したのかを理 解 することにも役

立 つ。第 二 は，中 小 企 業 や平 均 的 なチリ人 にとって国 際 貿 易 における具 体 的 なメリットは

何 か（を議 論 すること）である。 

 

（７） チリ財 団 による起 業 支 援 基 金 の創 設 （報 道 ）  
 チリ財 団 （Fundac ion  Ch i l e）は，今 週 ，チリ産 業 開 発 公 社 （ＣＯＲＦＯ）（６７％）及 び民 間

部 門 （３ ３ ％）からの 支 援 を 得 て，起 業 を 支 援 するた めの基 金 （ＣＬ ＩＮ ）を 設 立 す る。 基 金

総 額 は，１８ 百 万 米 ドル。民 間 部 門 からは，投 資 基 金 のZoma Cap i t a l，エネルギ ー会 社

のＥｎｇｉｅ（Eng ie  Fac to ry及 びEng ie  Ven ture  Cap i t a l），通 信 会 社 のEnte lから資 金 を得

る。 

 同 基 金 は，エネルギー，水 ，鉱 業 等 の分 野 を対 象 として，持 続 性 及 び生 産 性 に 焦 点 を
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充 てて起 業 を支 援 する。 

 同 基 金 のペ スカ 理 事 長 は，今 後 ４ 年 間 で２０ ～２ ５の起 業 案 件 を サポ ート し，支 援 額 は

小 規 模 案 件 では２０ ～５０万 米 ドル，大 規 模 案 件 では８０～１００万 米 ドルを想 定 している，

と述 べた。 

 

（８） バレ ンテ 経 済 大 臣 の エス コ ンデ ィー ダ 鉱 山 淡 水 化 プ ラ ント 開 所 式 出 席 ： 経 済 省 プ

レスリリース）  
 バレンテ 経 済 ・振 興 ・観 光 大 臣 は，エスコ ンディーダ 鉱 山 の 淡 水 化 プラ ント 開 所 式 に出

席 し，チリがこれからも発 展 したいのであれば，企 業 ，企 業 家 ，国 内 外 の投 資 家 と共 に取

り組 まねばならない。チリは他 国 ，他 プロジェクトに競 り合 っている訳 であり，魅 力 的 な国 に

しなければならない。銅 価 が大 変 重 要 だとしても，長 期 的 には（投 資 家 がチリにやって来 る

ように）魅 力 的 な国 づくりが必 要 である，と述 べた。 

 「エ」鉱 山 の淡 水 化 プラントプロジェクトは，ピニェラ政 権 の公 約 を果 たす一 例 で，投 資 額

は３，４３０百 万 米 ドル，鉱 山 向 けに２，５００㍑／秒 の水 量 を供 給 する。 

 「バ」大 臣 は，銅 （生 産 ）は重 要 な生 産 部 門 であり，発 展 をもたらす資 源 であり，他 産 業

同 様 に 発 展 するものと信 ずるが，銅 価 に 左 右 されてはい けない。過 去 ３ ０ 年 間 ，チ リの一

人 当 たり ＧＤＰの伸 びを鑑 みるに，この国 を 信 じ，キャパシテ ィの向 上 を 目 指 し，投 資 を行

い，実 際 の投 資 の８０％は民 間 部 門 によるものので，故 に，我 々は企 業 の進 出 を歓 迎 し，

これを支 援 する，と述 べた。 

 

（９） ＯＥＣＤ「２０１８年 中 南 米 経 済 見 通 し」（政 府 の質 はチリが第 １位 ）（報 道 ）  
 ＯＥＣＤは，「２０１８ 年 中 南 米 経 済 見 通 し」報 告 の中 で，チリは中 南 米 諸 国 の中 で政 府

の質 が最 も高 い国 と評 価 した。 

 報 告 書 によれば，チリ政 府 の質 は高 く，汚 職 ，法 制 度 ，ビューロクラシアの質 等 から 

国 の指 標 は０．７５で中 南 米 諸 国 平 均 （０．４４）を大 きく上 回 り，ＯＥＣＤ諸 国 平 均 （０．７８）

に近 接 している。 

 一 方 ， ２ ０ １ ６ 年 当 時 の チ リ 国 民 ア ン ケ ー ト で は ， 政 府 を 信 用 し て い る 国 民 は 僅 か に ２

０％で，８２％の国 民 が汚 職 が蔓 延 していると回 答 していた。 

 また，マクロ経 済 に おいては，中 南 米 地 域 は今 後 数 ヶ 月 は緩 やかな回 復 局 面 にあ るが，

市 場 に於 ける変 動 次 第 ではリスクがあり，負 の外 部 要 因 としては米 国 の（外 交 ・通 商 ）政

策 の不 確 実 性 を挙 げる。 

 

（１０） チ リ の対 中 国 経 済 関 係 （ 駐 チ リ 中 国 大 使 とバ レンテ 経 済 大 臣 の会 談 （ 米 中 貿 易

戦 争 ）（報 道 ）  
 Xu  Bu駐 チリ中 国 大 使 は，昨 ９日 ，バレンテ経 済 ・振 興 ・観 光 大 臣 と会 談 を行 い，米 中

間 に貿 易 戦 争 は存 在 せず，現 在 存 在 するのは貿 易 論 争 （d ispu ta  comerc i a l ）である。中

国 は自 由 貿 易 を強 く支 持 しており，両 国 が勝 ち得 る協 力 が見 いだせると期 待 している。国

際 社 会 から孤 立 することで発 展 する国 などあり得 ない。そのため，北 京 （政 府 ）はチリ及 び

中 南 米 諸 国 との更 なる緊 密 な関 係 を模 索 している，と述 べた。 

 また ，「Ｘ」大 使 は，米 国 政 府 は若 干 時 代 遅 れなことを してい る。ト ランプ米 国 大 統 領 が

米 中 貿 易 の 収 支 を 見 積 もった 際 に ，５ ，００ ０ 億 米 ドルの貿 易 赤 字 と 出 した が，これは中

国 の対 米 輸 出 額 相 当 であり，貿 易 赤 字 がそんなに大 きな筈 はない，と述 べた。 

 「Ｘ」大 使 は，この（貿 易 ）論 争 について楽 観 的 で，中 国 は米 国 から多 くの製 品 を 輸 入 し

ており，中 国 がチリと築 いた様 に，米 国 ともＷＩＮＷＩＮの協 力 関 係 は築 ける，と述 べた。 

 

 「バ」大 臣 は，チリは中 国 の対 チリ 直 接 投 資 ，併 せて，チリ 企 業 による中 国 進 出 に 関 心

を有 してい る。（チリ 政 府 は）内 外 資 本 に 対 して差 別 せず，チリ の法 制 を 尊 重 する企 業 及
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び企 業 家 の来 訪 を歓 迎 する。チリは，中 国 の「一 帯 一 路 」イニシアティブへの参 加 提 案 を

検 討 するだろう，と述 べた。 

 

（１１） ２０１８年 の新 車 販 売 見 通 し（４２万 台 ）（報 道 ）  
 為 替 （対 米 ドル・ペソ高 ）と明 るい経 済 見 通 しを背 景 に，新 車 の販 売 台 数 は新 記 録 を出

しそうだ。また，オートファイナンスの拡 充 ，Ｕｂｅｒ及 びＣａｂ ｉ ｆｙといった民 間 交 通 サービスの

充 実 ，更 に，本 年 ５～８月 （冬 期 ）のサンチアゴ市 内 に於 ける自 動 車 規 制 （２０１２年 以 前

モデルの規 制 ）がこれを後 押 しするとされている。 

 チリ全 国 自 動 車 協 会 （ＡＮＡＣ）によれば，２０１８年 １～３月 期 の新 車 販 売 台 数 は，９８，

１０４台 。対 前 年 同 期 比 では，２１．５％の増 加 となり，過 去 同 期 にはない記 録 。３ 月 期 に

限 っても販 売 台 数 は３３，３５５台 で対 前 年 同 月 比 １２．５％の増 加 。 

 セグメント別 では，一 番 伸 びが大 きかったのはＳＵＶ（対 前 年 同 期 比 ３７．８％増 ）で３４，

５７５台 。 

 業 界 では楽 観 的 に見 ても，４２万 台 （対 前 年 比 １６％増 ）に届 くと見 通 している。 

 チリ全 国 自 動 車 商 工 会 議 所 （Ｃａｖｅｍ）のドュマイ会 頭 は，ト ランス・サンチアゴ（首 都 サ

ンチ アゴのバス交 通 ）及 びメト ロ（地 下 鉄 ）（の政 府 に よる取 り 組 み）が進 んでい ない ことも

新 車 売 上 げを押 し上 げている。また，グローバル経 済 ，引 いてはチリ経 済 に影 響 するので，

米 中 貿 易 紛 争 が悪 化 しないことを望 む。 

 

（１２） バ レ ン テ 経 済 大 臣 に よ る 「 投 資 誘 致 法 の 議 会 提 出 」 コ メ ン ト （ 経 済 省 プ レ ス リ リ ー

ス）  
 １０日 ，バレンテ経 済 ・振 興 ・観 光 大 臣 は，チリ生 産 商 工 連 盟 （ＣＰＣ）との会 合 に於 いて，

今 後 ３０日 以 内 に，投 資 誘 致 法 （Ley  P ro  I nvers i on）（当 館 注 ：①環 境 影 響 評 価 等 の認

可 手 続 きの簡 素 化 やビューロクラシーの改 善 ，②中 小 企 業 事 業 者 に 対 する公 共 事 業 に

係 る 予 算 の 支 払 い 迅 速 化 の ２ 点 を 柱 と す る 投 資 促 進 に 係 る 法 律 ）を 議 会 に 提 出 す る 。

残 すところは詳 細 なところであり，ＣＰＣの協 力 も必 要 だ，と述 べた。 

 ま た ， 「バ 」 大 臣 は ， 経 済 ・ 振 興 ・ 観 光 省 は ， 大 型 プ ロ ジ ェ クト 庁 （ Of ic i na  de  G randes 

Proyec tos ）の創 設 ， 投 資 誘 致 法 の 議 会 提 出 に 向 け て 取 り 組 んでお り ，ＣＰＣに はチ リに

投 資 ブームを 巻 き 起 こすた めに もこうした 案 件 での協 力 を 期 待 してい る。また ，投 資 誘 致

法 では，中 小 企 業 事 業 者 に 対 する（政 府 による）支 払 い （迅 速 化 ）に 関 しても盛 り 込 んで

いる。これは１００万 を超 える中 小 企 業 者 の念 願 でもある，と述 べた。 

 スウェットＣＰＣ会 頭 は，チリにとっては投 資 の回 復 は重 要 であり，（バチェレ政 権 の）４年

間 は歴 史 的 な投 資 の低 迷 であった，と述 べた。 

 

（１３） ２０１８年 の電 子 商 取 引 見 込 み（報 道 ）  
 サンティアゴ商 工 会 議 所 （ＣＣＳ）の見 通 しによれば，２０１８年 のチリの電 子 商 取 引 量 は

５２億 米 ドルに 達 する見 込 み。２０１７ 年 は４ ０億 米 ドルであった ことから３ ０％の増 加 見 通

しである。２０１８年 第 １四 半 期 でも１０億 米 ドルを超 える見 通 し。 

 Ｃ ＣＳ のレ ベ ル 分 析 部 長 に よれば ， 同 セ クタ ーの 一 般 的 な 伸 びであ るが ， 特 に ， 今 年 は

衣 類 ，食 品 及 びテクノロジー製 品 の伸 びが顕 著 である。また，これまで登 場 してこなかった

中 小 企 業 事 業 者 の参 入 を指 摘 する。 

 電 子 商 取 引 量 が二 桁 で伸 びる中 ，チリ大 手 小 売 企 業 （R ip ley ,  Fa labe l l a ,  Cencosud）

は小 売 市 場 の拡 販 を図 るため，オンラインチャンネルのオムニ化 を主 張 する。 

 

（１４） ＯＥＣＤ「２０１８年 中 南 米 経 済 見 通 し」（米 国 の保 護 主 義 による影 響 ）（報 道 ） 

 ＯＥＣＤの「２０１８ 年 中 南 米 経 済 見 通 し」報 告 書 は，中 南 米 経 済 は緩 やかな回 復 局 面

にあるが，外 部 要 因 による影 響 を 受 け る。その外 部 要 因 として，米 国 の国 際 経 済 に お け
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る役 割 及 び中 南 米 諸 国 との貿 易 額 の規 模 から，短 期 的 には，米 国 （の政 策 変 更 による）

不 確 実 性 が重 要 なリ スクであ る。次 に ， 中 国 経 済 の 減 速 ， 米 国 に よるメキシ コ及 び 中 国

に対 する保 護 主 義 の 高 まりを 挙 げる。今 後 ２ 年 間 ，（米 国 の）保 護 主 義 に よるメキシ コへ

の影 響 が大 きいとしている。 

 また，米 国 による中 国 に対 する保 護 主 義 は，鉱 物 資 源 の輸 出 国 であるブラジル，ペルー

及 びチリに影 響 を与 えるとして警 鐘 を鳴 らす。 

 

（１５） 駐 チリ中 国 大 使 の寄 稿 文 「中 国 は太 平 洋 地 域 発 展 の道 を進 む」（報 道 ）  
 昨 年 末 の第 １９回 中 国 共 産 党 全 国 大 会 や，全 国 人 民 代 表 大 会 （全 人 代 ）及 び全 国 政

協 会 議 を経 て，中 国 は「新 時 代 」に向 けた発 展 のためのアクションプランを作 成 している。

２０１８年 は中 国 の改 革 開 放 ４０周 年 であり，新 時 代 における中 国 独 自 の社 会 主 義 の発

展 の戦 略 を実 行 ・開 始 する年 でもある。 

 まず中 国 政 府 は，経 済 発 展 を優 先 する。今 年 の中 国 の経 済 発 展 の目 標 は，ＧＤＰは６．

５ ％ 前 後 を 確 保 し ， 経 済 回 復 の 期 待 と 協 調 に よ る 進 歩 で 安 定 経 済 を 達 成 す る こ と で あ

る。 

 中 国 は，相 互 尊 重 ・相 互 利 益 ・利 益 分 配 に基 づいた外 国 政 策 を進 め，他 国 と共 に新 た

な国 際 関 係 のモ デルや人 類 の共 通 使 命 の コミュ ニテ ィの創 造 を 促 進 してい く。そ して， グ

ローバルでの発 展 バランス・グローバルでの統 治 の公 平 性 ・グローバルでの貿 易 自 由 化 を

もたらす，「一 帯 一 路 」を引 き続 き推 進 していく。中 国 は，他 の経 済 大 国 との一 層 の協 力 ・

協 調 ，近 隣 国 との継 続 的 かつ包 括 的 協 力 ，そしてラテンアメリカやアフリカの発 展 途 上 国

との友 好 的 な協 力 の深 化 を推 進 していく。 

 最 近 では，トランプ米 大 統 領 が，米 中 間 貿 易 の推 測 的 な赤 字 を理 由 に，中 国 からの輸

入 品 の関 税 を上 げるための大 統 領 令 への署 名 をするといった，中 国 との貿 易 戦 争 を起 こ

すような脅 しをかけている。ただ昨 年 の両 国 間 の貿 易 総 額 は５ ，８３６億 米 ドルであったが，

そ の 中 で 米 国 が ５ ， ０ ０ ０ 億 米 ド ル の 赤 字 が あ る な ん て あ り 得 る だ ろ う か （ い や ， あ り 得 な

い）。中 国 はボーイング社 製 航 空 機 や電 話 機 iPhone，米 国 産 大 豆 の第 一 位 の輸 入 国 で

あることは共 通 認 識 であ る。更 に ，中 国 は ，低 コスト の労 働 力 を 提 供 し，環 境 汚 染 リ スク

を負 担 して，得 られる利 益 も限 られる中 で，中 国 に所 在 する米 国 企 業 向 けに多 数 の中 国

製 品 を 供 給 してい る。 中 国 は，米 国 の貿 易 保 護 主 義 に 対 抗 して 必 要 なア クショ ンを 取 っ

ていくとともに，世 界 の自 由 貿 易 システムをしっかりと守 っていく。 

 中 国 は，世 界 平 和 の創 造 者 として，世 界 的 発 展 の貢 献 者 として，そして国 際 秩 序 の擁

護 者 として，引 き続 き強 く貢 献 していく。 

 

（１６） チリ貿 易 （２０１８年 第 １四 半 期 ）（報 道 ）  
 ２０１８年 第 １ 四 半 期 の輸 出 は，対 前 年 同 期 比 ２４．３％増 の１９，５２８百 万 米 ドルであ

った 。対 前 年 同 期 比 ２９ ．４％増 の２０ １ １ 年 以 来 の伸 びであ る。一 方 ，輸 入 は対 前 年 同

期 比 １１．５％増 の１６，２８６百 万 米 ドルであった。 

 輸 出 に 関 しては，銅 及 び農 産 品 が索 引 し て伸 びた が，これは，昨 年 はエスコン ディー ダ

鉱 山 に於 ける長 期 スト（昨 年 １～２月 の４４日 間 ）があり，また，今 期 は銅 価 に加 え，果 実

の輸 出 が背 景 にある。当 該 期 間 ，鉱 物 の輸 出 は９，８５２百 万 米 ドル（対 前 年 同 期 比 ３２．

１％増 ），特 に，銅 は３４．７％の増 加 である。農 産 品 の輸 出 は２，６３３百 万 米 ドル（同 ３１．

１ ％増 ）で ，特 に ， さく らんぼ（ 同 １ ６ ９ ．６ ％ 増 ） とブル ーベ リ ー（４ ８ ．９ ％増 ）が伸 びた 。 工

業 品 の輸 出 は７，０４４百 万 米 ドル（同 １２．９％増 ）で，特 に，セルロース及 び紙 等 が伸 び

た。 

 一 方 ，輸 入 に 関 して は，資 本 財 （３ ，０ ８ ３ 百 万 米 ドル（同 ２ ．１ ％増 ））が伸 びてい ること

は，投 資 にとってポジティブな兆 候 である。 
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（１７） ２０１７年 財 政 収 支 ＧＤＰマイナス２％（報 道 ）  
 昨 １１日 ，財 務 省 予 算 局 の発 表 によれば，２０１７年 の財 政 収 支 はＧＤＰ比 マイナス２％

であった。本 年 ３月 １ ０日 ，バチェレ前 政 権 が発 表 した時 点 ではマイナス２．１％であったと

ころ ，予 算 局 は，チ リ 銅 公 社 （ＣＯＤ ＥＬ ＣＯ）からの財 政 収 入 等 の見 直 しに よる修 正 が反

映 されたものと説 明 している。 

 財 政 収 支 ＧＤ Ｐ比 は，２ ００ ８ 年 以 降 はマイナスが続 い ており，２０ １７ 年 は２ ００ ９ 年 のマ

イナス３．１％以 来 の赤 字 幅 。 

 

（１８） グリーン債 券 の取 引 開 始 （報 道 ）  
１ ６ 日 から，サ ンテ ィア ゴ株 式 市 場 に 於 い て ，グ リ ーン債 券 及 びソ ーシ ャル債 券 の 取 引 が

可 能 とな る 。 対 象 債 券 は ， 企 業 ， 銀 行 ， 政 府 に よ る 発 行 が 可 能 であ り ，そ の 目 的 は ， 環

境 及 び，又 は特 定 の社 会 グループにとってポジティブな効 果 が期 待 される事 業 に対 して融

資 を行 うことである。 

 

（１９） エネルギー投 資 （２０１７～２０２１年 ）（報 道 ）  
 チリ資 本 財 協 会 （ＣＢＣ）の投 資 見 通 し報 告 によれば，２０１７～２０２１年 の５年 間 ，エネ

ルギ ー 分 野 へ の 投 資 は１ ０ ，９ ３ １ 百 万 米 ド ルを 見 込 む。 投 資 対 象 の 発 電 に は 天 然 ガ ス

由 来 も含 まれるが，再 生 可 能 エネルギー由 来 が際 立 つ。 

 同 報 告 は，上 記 ５ 年 間 の再 生 可 能 エネ ルギ ー分 野 への投 資 は，当 該 エネルギ ー全 体

の発 電 容 量 の７１．１％に及 び，発 電 量 は３，２５２ＭＷに相 当 するとしている。 

 ２０１７年 の投 資 では，エネルギー分 野 は鉱 業 分 野 に次 いで規 模 が大 きく，投 資 総 額 は

３，８７２百 万 米 ドルであった。 

 地 域 別 では，（鉱 山 が集 中 するチリ 北 部 の）ア ントファ ガスタ州 が投 資 の受 入 れ額 が最

も大 きく全 体 の３７％を占 める。 

 

（２０） 果 実 輸 出 業 界 による韓 国 とのＦＴＡ見 直 し要 望 （報 道 ）  
 チリ果 実 輸 出 協 会 （Ａｓｏｅｘ）は，外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 （ＤＩＲＥＣＯＮ）に対 して，韓

国 とのＦＴＡを見 直 すよう要 望 した。 

 ボウンＡｓｏｅｘ会 頭 らは，ジャニエスＤＩＲＥＣＯＮ総 局 長 と会 談 し，韓 国 に対 して葡 萄 及 び

オ レ ン ジ を 輸 出 で き る よ う 関 税 を 見 直 す た め ， 韓 国 と の 既 存 Ｆ Ｔ Ａ を 改 善 す る よ う 要 望 し

た。 

 ま た ， 同 団 体 は ， イ ン ド ネ シ ア （ 尼 ） と の Ｆ Ｔ Ａ 法 案 の 議 会 審 議 の 加 速 化 も 求 め て お り ，

「ボ」会 頭 は（同 協 定 が発 効 すれば），尼 向 けの果 実 輸 出 は倍 増 する，と述 べた。 

 

（２１） Ｓ＆Ｐ格 付 けチリ“Ａ＋”，米 中 貿 易 紛 争 の影 響 限 定 的 （報 道 ）  
 格 付 け会 社 Standa rd  &  Poo rs（Ｓ＆Ｐ）は，ピニェラ政 権 が公 約 しているとおり，政 務 債

務 が再 び増 加 することはないとみて格 付 けは“Ａ＋”とする一 方 で，対 外 債 務 ，特 に 

民 間 債 務 の削 減 を提 言 している。 

 米 ・中 貿 易 紛 争 に関 しては，チリ経 済 への影 響 は直 接 的 なものではなく限 定 的 なものに

なるとしている。 

 

（２２） ２０１８年 の建 設 投 資 回 復 と建 設 許 可 （報 道 ）  
 昨 １２日 ，チリ建 設 商 工 会 議 所 （ＣＣｈＣ）は，２月 の建 設 活 動 指 数 は対 前 年 同 月 比 で２．

６％の増 加 と発 表 。ウルタードＣＣｈＣ研 究 部 長 は，これまでは建 設 自 体 と建 設 許 可 自 体

が縮 小 していたと分 析 。 

 トレッティＣＣｈＣ会 頭 は，国 の経 済 見 通 しについては楽 観 的 に捉 えており，懸 念 されるの

は建 設 を阻 む規 制 であり，官 民 連 携 を深 めて近 代 化 を進 めたい，と述 べた。 
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 ２月 の建 設 許 可 数 は，対 前 年 同 月 比 で４．８％伸 びている。 

 

（２３） エネルギー関 連 プロジェクトの手 続 き円 滑 化 （報 道 ）  
 エネルギ ー省 が取 り 組 んでい る課 題 の一 つが，エネ ルギ ー投 資 案 件 が直 面 してい る障

壁 の除 去 である。そこで，同 省 は，経 済 ・振 興 ・観 光 省 管 轄 の大 型 プロジェクト庁 （ＯＧＰ：

Of ic i na  de  G randes  P royec tos ）と連 携 し ，プロジ ェクト 実 施 の円 滑 化 に 取 り 組 む「 プラ

ス・エネルギー（+Energ i a）」計 画 を発 表 した。 

 現 在 ，懸 案 プロジェクト２０件 を抱 えており，うち１０件 は一 般 的 な内 容 ，８件 は送 電 に関

わるもの，残 り ２ 件 は天 然 ガ ス発 電 所 に 係 る案 件 であ る。これら の案 件 に 係 る 総 投 資 額

は，３，７８４百 万 米 ドル。うち発 電 案 件 だけの発 電 許 容 量 は１，７３７ＭＷに相 当 する。 

 ヒメネス・エネルギー大 臣 は，国 のエネルギー改 善 のためにできることは全 てやるとしつつ，

民 間 部 門 はプロジェクトの初 期 段 階 から地 域 コミュニティの参 加 を考 慮 することを指 摘 し，

持 続 的 に取 り組 むべきとした。 

 一 般 的 な 課 題 とし ては，各 省 委 員 会 の 規 制 ， 環 境 監 督 庁 （ ＳＭ Ａ ）承 認 のた めの 遵 守

事 項 など困 難 かつ時 間 を要 する環 境 関 係 の許 認 可 （ＰＡＳ），また，環 境 影 響 評 価 （ＳＥＩ

Ａ ）や 地 役 権 に 係 る 先 住 民 との 協 議 ， 国 有 財 産 省 の 有 償 使 用 の コン セッ シ ョ ンな どがあ

る。 

 

（２４） 太 平 洋 同 盟 ・ＡＰＥＣ２０１９（外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 プレスリリース）  
１ ２ 日 ，リ マ（ペ ルー）の第 ８ 回 米 州 首 脳 会 議 の機 会 で，ジ ャニ エス外 務 省 国 際 経 済 関

係 総 局 （Ｄ ＩＲ ＥＣＯＮ ）総 局 長 は，バスケ ス・ペルー貿 易 副 大 臣 と 会 談 し，二 国 間 の共 通

関 心 事 項 として太 平 洋 同 盟 ，Ａ ＰＥＣ２ ０１ ９に 向 け た 準 備 ，二 国 間 枠 組 みにお け る約 束

事 項 について話 し合 いを行 った。 

 

（２５） 建 設 業 界 による投 資 を阻 む障 壁 除 去 の要 求 （報 道 ）  
 ２０１８年 の建 設 投 資 は，過 去 ３ 年 間 の低 迷 を乗 り 越 えて成 長 すると見 込 まれているが，

不 動 産 の投 資 家 は直 面 する様 々な障 壁 に懸 念 を示 している。 

 チリ建 設 商 工 会 議 所 （ＣＣｈＣ）のトレッティ会 頭 は，市 長 による建 設 許 可 ，住 民 による反

対 ，司 法 手 続 き ，国 立 遺 産 協 議 会 等 の 当 局 に よる要 求 など で約 ４４ 億 米 ドル分 の 投 資

が遅 れるか履 行 されない可 能 性 があるとの懸 念 を関 係 大 臣 に示 している。特 に，（投 資 プ

ロジェクト推 進 の）障 壁 除 去 のためにバレンテ経 済 大 臣 と取 り組 んでいる，と述 べた。 

 「ト 」会 頭 は， 長 らく ，（建 設 ）投 資 実 現 の気 運 がなかった 。これ は無 期 限 かつ 時 間 を か

けても達 成 できず，かつ関 係 当 局 間 でも相 矛 盾 する過 度 な手 続 きによる。ピニェラ大 統 領

に対 しては，暫 く前 に ，６８ 億 米 ドルに 及 ぶ入 札 可 能 なプロジ ェクトリストを提 出 した，と述

べた。 

 

（２６） 中 国 投 資 複 星 国 際 Fosun によるチリ市 場 進 出 の可 能 性 （報 道 ）  
 ここ数 年 ，中 国 資 本 によるチリ市 場 への参 入 が目 に付 くようになった。例 えば，中 国 ワイ

ン 企 業 Yanghe に よ る ワ イ ナ リ ー ・ サ ン ・ ペ ド ロ ・ タ ラ パ カ ， 同 Yanta i  Changyu に よ る Grupo  

Be th i a経 営 ワイナリー，同 Southe rn  Power  G r idによるTranse lec，同 SPICグループによ

るPac i f i c  Hyd roの買 収 が挙 げられる。更 に，ゼロベースの投 資 で言 えば，中 国 建 設 銀 行

と中 国 銀 行 の進 出 がある。 

 新 た に ，中 国 投 資 大 手 の複 星 国 際 （Fosun ）がチリ 進 出 を 検 討 してい る。「F 」 社 は ，今

のところチリ地 場 のいずれの基 金 運 営 管 理 会 社 とも取 引 関 係 はない段 階 であるが，数 週

間 後 には，同 社 関 係 者 一 行 がチリ市 場 を 把 握 するために 来 訪 する。チリ 市 場 を 知 り，的

確 な判 断 を 行 うた めに，同 社 理 事 会 は，複 数 のチリ 大 手 資 産 運 営 会 社 と 既 に コンタクト

を取 っている。 
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（２７） 電 子 商 取 引 の拡 大 と携 帯 技 術 の活 用 （報 道 ）  
 国 家 デジタル財 団 ，サンティアゴ商 工 会 議 所 （ＣＣＳ）及 びトランスバンクによる共 同 報 告

書 は，電 子 商 取 引 のブームは様 々な分 野 で変 革 を起 こし，その一 例 として，２０１７年 ，チ

リ に 於 け る 携 帯 電 話 と タ ブ レ ッ ト の 販 売 は ， 対 前 年 比 で は １ ９ ％ の 増 加 で あ っ た と し て い

る。 

 同 財 団 のコバルビア ス理 事 長 は，チリ企 業 ，特 に中 小 企 業 は市 場 競 争 を勝 ち抜 くため

に，こうした携 帯 技 術 を駆 使 していかなければならない，と述 べた。 

 同 報 告 書 は，こうしたプラットフォームを構 築 でき，また，サイバーテロや中 小 企 業 のデジ

タル化 に貢 献 できる人 材 の不 足 を指 摘 する。また，２０１７年 の小 売 全 体 に占 める電 子 商

取 引 の割 合 は４．８％で４０億 米 ドル相 当 としている。ＣＣＳは，電 子 商 取 引 による販 売 額

は，２０１８年 に５６億 米 ドル，２０２０年 には８４億 米 ドルに達 するとみている。 

  

（２８） 上 院 外 交 委 員 会 メンバーに対 するＡＰＥＣ２０１９説 明 （外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局

プレスリリース）  
 １７日 ，ジャニエスＤＩＲＥＣＯＮ総 局 長 は，リカルド・ラゴス上 院 議 員 ，ホルヘ・ピサロ上 院

議 員 ，マヌエル・オサンドン上 院 議 員 の上 院 外 交 委 員 会 メンバーとＡＰＥＣ２０１９の組 織 ・

運 営 等 に関 して意 見 交 換 を行 った。会 合 には，フランク・チリＳＯＭ及 びナサルＡＰＥＣ２０１

９事 務 局 長 （当 館 注 ：前 ＤＩＲＥＣＯＮ総 局 長 ）が同 席 した。 

 「ジ ャ」総 局 長 は，チ リに とってのＡ ＰＥＣの政 治 的 ・ 経 済 的 な意 味 での重 要 性 ，ア ジ ア・

太 平 洋 地 域 は 世 界 経 済 の 成 長 エ ンジ ン であ り ，このタイ ミ ング で議 長 エ コノ ミーを 努 める

意 義 を 述 べ，チ リ 貿 易 の６ ４ ％， 輸 出 の６ ９ ％はＡ ＰＥＣ 加 盟 エ コノミ ーとの 交 易 であ る， と

説 明 した。 

 「フ」ＳＯＭは，ＡＰＥＣ２０１９の優 先 課 題 については検 討 中 としつつ，更 なる統 合 のた め

の貿 易 とデジタルアジェンダ，貿 易 促 進 のための地 域 統 合 ，ヒトと中 小 企 業 に焦 点 を当 て

たサービス，クリエイティブ産 業 の促 進 を挙 げた。 

 最 後 に，ＤＩＲＥＣＯＮは，ＣＰＴＴＰの署 名 ，太 平 洋 同 盟 及 び準 加 盟 国 との交 渉 に於 ける

チリのリーダーシップを取 り上 げ，チリの（地 域 ）統 合 及 び貿 易 開 放 を強 調 した。 

 

（２９） 経 済 界 向 けＣＰＴＴＰセミナー（外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 プレスリリース）  
 １８日 ，サンティアゴ商 工 会 議 所 （ＣＣＳ）で開 催 された「ＣＰＴＴＰ」に係 るセミナーには，ロ

ペアンディア外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 （ＤＩＲＥＣＯＮ）二 国 間 経 済 関 係 局 長 （当 館 注 ：Ｔ

ＰＰ首 席 交 渉 官 ）が出 席 し，参 加 者 は６０名 を超 え大 変 盛 況 であった。 

 「ロ」局 長 は，この場 で，ＣＰＴＴＰにはオリジナルＴＰＰの中 身 が盛 り込 まれているが，知 的

財 産 権 を中 心 とした２０の凍 結 項 目 があることが両 者 の相 違 である。市 場 アクセスが改 善

されたことについては，ＣＰＴＴＰはオリジナルＴＰＰの全 ての品 目 が含 まれており，具 体 的 に

は肉 ，酪 農 品 ，柑 橘 類 ，ワイ ン，板 材 ，果 実 ジュースなどを 含 む３，１２６ 品 目 に 適 用 され

る。更 に ，ＣＰＴ Ｔ Ｐに よって，サービス貿 易 ，投 資 ， 環 境 ， 労 働 保 護 ， 電 子 商 取 引 ， 政 府

調 達 ，中 小 企 業 ，ジェンダー，汚 職 防 止 等 の新 たな分 野 が保 証 される。また，ＣＰＴ ＴＰの

署 名 は，自 由 貿 易 の 再 約 束 ，更 に ，各 所 から出 てい る保 護 主 義 圧 力 に 対 する強 力 なメ

ッセージとなった，と述 べた。 

 

（３０） アマゾンのデータセンター誘 致 とチリ産 業 開 発 公 社 の融 資 （報 道 ）  
 ビト ラ ン 智 産 業 開 発 公 社 （Ｃ ＯＲ ＦＯ ） 副 総 裁 は ，１ 月 １ ２ 日 に 経 済 ， 農 業 ， 財 務 ， 外 務

省 の閣 僚 ，次 官 に対 して「アマゾン社 のラ米 データセンター誘 致 」というＣＯＲＦＯ戦 略 の評

価 を 求 めていた。「ア」社 がチリ 又 はアルゼンチン（亜 ）に データセンター設 置 を 検 討 してお

り，１０億 米 ドルに及 ぶ同 社 の投 資 を誘 致 するため，ＣＯＲＦＯは融 資 額 を５百 万 米 ドルか

ら９百 万 米 ドルに引 き上 げようというもの。 
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 「ア」社 は，２０１７年 １月 にアマゾン・ウェブ・サービス（ＡＷＳ）としてチリに進 出 し，同 年 ９

月 には首 都 サンテ ィア ゴに事 務 所 を 開 設 した。同 社 は，ブラジル及 びメキシ コにも事 務 所

をもつ。 

 関 係 者 によれば，ＣＯＲＦＯは当 該 戦 略 を採 用 したとも，引 き続 き，検 討 されているともい

われるが，一 方 の「ア」社 は，今 のところ，データセンターをチリ，亜 ，又 は第 三 国 に設 置 す

ることを決 定 はしていない，としている。 

 

（３１） ヒディ通 信 次 官 のＦＩＤＡＥ２０１８開 会 式 への参 加  
 「ヒ」通 信 次 官 は，ＦＩＤ Ａ Ｅ２ ０ １８ の開 会 式 に，大 統 領 の諮 問 機 関 であ る「宇 宙 開 発 に

関 する 閣 僚 会 議 」の 事 務 局 長 と して 参 加 した （ 当 館 注 ： Ｆ ＩＤ Ａ Ｅ はラ 米 最 大 級 の 国 際 航

空 ・宇 宙 展 示 会 。２年 に１度 チリで開 催 。今 年 は４月 ３～８日 に開 催 ）。 

 そ の 中 で ，「 ヒ 」 通 信 次 官 は， Zervoudak i 在 チ リ Ｅ Ｕ 大 使 との 会 合 を 行 い ， 同 大 使 が 欧

州 の 測 位 ・ 航 空 ナ ビ ゲーシ ョ ンシ ステ ム 「ガ リ レオ プログ ラム 」のチ リ での実 装 の 計 画 を 提

案 している，と強 調 した。 

 また，「ヒ」通 信 次 官 は，ロシア連 邦 の宇 宙 機 関 Roscosmosの代 表 者 との会 合 では，宇

宙 ごみに 関 するモニ タリングセンターや衛 星 測 位 システム(GLONASS)の設 置 の提 案 があ

った ，としてい る。また ，ウ クライナ 代 表 団 と も会 合 を 持 ち，チリ の宇 宙 戦 略 強 化 のた めの

協 働 について話 したとしている。「ヒ」通 信 次 官 は，宇 宙 に関 する国 際 的 な対 話 の深 化 の

チリにとっての重 要 性 を強 調 した。 

 「宇 宙 開 発 に関 する閣 僚 会 議 」は１１省 庁 の閣 僚 から構 成 され，国 家 宇 宙 政 策 を担 当

してい る。また ，第 一 次 ピニ ェラ政 権 時 （２ ０１ ０～１４ 年 ）に 「ピ」大 統 領 が署 名 した 「国 家

宇 宙 政 策 ２０１４－２０２０」は現 在 も有 効 である。 

 

（３２） ヒディ通 信 次 官 の衛 星 開 発 センター訪 問  
 「ヒ」通 信 次 官 は，「宇 宙 開 発 に関 する閣 僚 会 議 」の事 務 局 長 として，チリ国 内 の２つの

衛 星 関 係 施 設 を視 察 した（チリ空 軍 宇 宙 オペレーションセンター及 びチリ大 学 宇 宙 ・惑 星

探 査 研 究 所 ）。空 軍 ではチリが保 有 する衛 星 Fasa t  Cha r l i eからの画 像 処 理 や次 期 衛 星

Fasa t  De l t a の 予 測 等 を 視 察 。 チ リ 大 学 で は 国 内 初 の 小 型 衛 星 開 発 プ ロ グ ラ ム で あ る

SUCHAI（Sa te l l i t e  o f  the  Un i ver s i t y  o f  Ch i l e  fo r  Aerospace I nves t i ga t ion )プログラム

の説 明 を受 けた。 

「ヒ」通 信 次 官 は，衛 星 で得 られた画 像 は鉱 山 ・農 業 ・防 災 などの分 野 での利 用 に大 きな

可 能 性 を 秘 めてい る，衛 星 開 発 を促 進 し，より多 くの市 民 が利 用 できるために，チリ の宇

宙 分 野 は前 進 する必 要 がある，と述 べた。 

 

（３３） チリ輸 出 促 進 局 （Ｐｒｏｃｈ ｉ ｌｅ）新 局 長 （報 道 ）  
 外 務 省 チ リ 輸 出 促 進 局 （Ｐｒ ｏ ｃ ｈ ｉ ｌ ｅ ） （チ リのＪ ＥＴ Ｒ Ｏ）の新 局 長 に は，ホ ルヘ ・オリ ヤン

（Jorge  Oryan）弁 護 士 が指 名 された。「オ」局 長 は，モノ・サービスの国 際 市 場 に於 いてチ

リの信 頼 イメージを獲 得 するために，チリ産 品 の海 外 プロモーションを指 揮 する。 

 「オ」局 長 は，第 １次 ピニェラ大 統 領 政 権 下 において，駐 独 チリ大 使 であった。 

 

（３４） バレンテ経 済 大 臣 の訪 米 （アマゾン等 との会 合 ）（報 道 ）  
 バレンテ経 済 ・振 興 ・観 光 大 臣 は米 国 訪 問 中 に，アマゾン社 を訪 問 し同 社 の公 共 政 策

担 当 副 社 長 と 中 南 米 担 当 マネ ージ ャーと 会 談 を 行 った 。会 談 では，「ア 」社 に よるチ リ 中

小 企 業 の海 外 展 開 のための支 援 について話 合 った。 

 「バ」大 臣 は，会 談 は非 常 に 生 産 的 で，「ア」社 の電 子 商 取 引 プラット フォームを 活 用 し

てポテンシャルを有 するチリ中 小 企 業 の海 外 展 開 の可 能 性 を検 討 できた，と述 べた。 

 「バ」大 臣 は，この他 ，ユナイテッド航 空 ，リオ・ティント，モトローラ，ウーバー，アルベマル
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レ社 （資 源 ）等 とも会 合 をもち，チリ市 場 のプレゼンを行 った。 

 

（３５） 国 際 海 事 機 構 （ＩＭＯ）の温 暖 化 ガス削 減 目 標 （外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 プレス

リリース）  
 国 際 海 事 機 構 （ＩＭ Ｏ）加 盟 の１７０ヶ国 は，１８日 ，サンティアゴに於 いて会 合 し，２０５０

年 には５０％，今 世 紀 中 には完 全 な形 で地 球 温 暖 化 ガスの削 減 を行 うという目 標 を初 め

て打 ち立 てた。 

 この目 標 設 定 は，気 候 変 動 問 題 に取 り組 むＩＭＯ加 盟 国 にとっては，パリ協 定 の目 標 と

国 連 の「持 続 的 な開 発 のた めの２ ０３ ０ア ジェンダ の達 成 」とともに ，強 力 なメッセージをも

つものとなった。 

 チリは，船 舶 の速 度 低 減 ，生 鮮 品 の輸 出 において国 が取 る施 策 によるインパクトを研 究

することをペルーとともに提 案 し，活 動 的 に取 り組 んだ。 

 ドラゴ駐 英 チリ大 使 は，ＩＭＯの最 初 の戦 略 が完 成 し，気 候 変 動 問 題 にＩＭＯとしてイニシ

アティブを取 っていくことに満 足 を示 した。フランクＤＩＲＥＣＯＮ多 国 間 経 済 関 係 局 長 は，成

果 を讃 える一 方 ，成 功 の鍵 は，領 海 ・海 運 総 局 ，運 輸 通 信 省 ，環 境 省 ，財 務 省 ，エネル

ギー省 ，外 務 省 環 境 局 及 び国 内 業 界 という多 様 な関 係 者 の参 加 であった，と述 べた。 

 

（３６） ２０１７年 税 収 ３．８％増 （報 道 ）  
 昨 ２３日 ，バラサ財 務 省 国 税 局 （ＳＩ Ｉ）長 官 は，２０１７年 の税 収 は対 前 年 比 で３．８％増

加 の ３ ０ 兆 ７ 千 億 チ リ ペ ソ （ 約 ５ ２ ０ 億 米 ド ル 相 当 ） ， 国 庫 収 入 は １ 兆 ７ ， １ ０ ０ 億 チ リ ペ ソ

（約 ２９億 米 ドル相 当 ）であったとして，徴 税 強 化 の成 果 である，と述 べた。 

 

（３７） シ グ ド ・ コ ッ パ ー 社 の 投 資 計 画 及 び 中 国 企 業 と の サ ン テ ィ ア ゴ ・ バ ル パ ラ イ ソ 間 鉄

道 計 画 （報 道 ）  
 エラスリス・シグド・コッパー社 会 長 （当 館 注 ：日 チリ経 済 委 員 会 チリ側 委 員 長 。チリ製 造

業 振 興 協 会 （ＳＯＦＯＦＡ（チリの経 団 連 ）役 員 であり，チリ・ペルー経 済 委 員 会 の委 員 長 も

兼 任 ））は，株 主 総 会 に於 いて，今 後 ４年 間 で６００百 万 米 ドルの投 資 プロジェクトが承 認

された。資 産 帳 簿 上 では，総 額 １，０００百 万 米 ドルの投 資 を見 込 む，と述 べた。 

 「エ」会 長 は，中 国 鉄 道 企 業 （当 館 注 ：Ch ina  Ra i lways  G roup）と取 り組 む「サンティアゴ

とバルパライ ソを 繋 ぐ 高 速 鉄 道 計 画 プ ロジ ェクト 」（Ｔ Ｖ Ｓ）の 重 要 性 に も言 及 し，チ リ は鉄

道 を 有 しなければ競 争 力 を 持 てない。また ，同 プロジ ェクトは，サンチアゴ首 都 圏 ，バルパ

ライソ（中 部 第 ５州 ）及 びランカグア（中 部 第 ６州 ）間 のコネクションにダイナミズムな革 新 を

もたらし，観 光 への裨 益 もある，と述 べた。 

 ＴＶＳについては，本 年 １月 政 府 に対 してＦ／Ｓ書 類 を提 出 しており，現 在 ，政 府 の回 答

待 ちの状 態 である。 

 「エ」会 長 は，鉱 業 分 野 に 関 しては，活 況 の様 相 があることを 認 めつつも，１，２００以 上

もの許 認 可 を 要 するプロジ ェクト もあり，また，（許 認 可 ）手 続 き については４～５ 年 ，場 合

によっては１０年 も要 することがある，と述 べた。 

 

（３８） 駐 チリ中 国 大 使 インタビュー（二 国 間 貿 易 ・投 資 関 係 ，リチウム等 ）（報 道 ）  
 Xu  Bu駐 チリ中 国 大 使 がインタビューの中 で，ビトラン・チリ産 業 開 発 公 社 （ＣＯＲＦＯ）前

副 総 裁 が中 国 企 業 Tianq i社 によるＳＱＭ（チリ資 源 大 手 ）の一 部 株 式 買 収 に反 対 する行

為 は二 国 間 貿 易 関 係 に悪 影 響 を及 ぼすと批 判 している旨 報 じているところ，右 概 要 以 下

のとおり。 

中 国 ・チリ貿 易 関 係  
両 国 にとって貿 易 関 係 は非 常 に重 要 である。昨 年 の二 国 間 貿 易 は３５０億 米 ドルに達 し，

チリ輸 出 全 体 の４分 の１を占 め，中 国 は５年 間 連 続 ，チリの貿 易 相 手 国 第 １位 であった。 
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バレンテ経 済 ・振 興 ・観 光 大 臣 との会 合  
バレンテ大 臣 との会 談 では，主 に 二 国 間 の経 済 ・貿 易 関 係 の発 展 について話 し合 った。

自 分 （「Xu大 使 」）は，「バ」大 臣 に 対 し，中 国 企 業 に とってもチリ をラテンア メリカとの架 け

橋 として活 用 することが重 要 と述 べ，「一 帯 一 路 」に於 ける協 力 についても話 合 った。「一

帯 一 路 」は，インフラ整 備 を含 め，二 国 間 関 係 の強 化 にとってよりよいイニシアティブとなり

得 る。 

中 国 企 業 Tianqi 社 によるＳＱＭ社 の株 式 買 収  
「バ」大 臣 との会 談 では言 及 していないが，「バ」大 臣 には，チリの法 律 を遵 守 する中 国 企

業 の開 発 を 支 援 してほしいと伝 えた。Tianq i社 によるＳＱＭの株 式 買 収 は，商 行 為 であり，

通 商 上 の手 段 と関 連 法 規 を通 じて解 決 されなければならない。政 治 化 するべきではない。 

ビトラン・チリ産 業 開 発 公 社 （ＣＯＲＦＯ）前 副 総 裁 による Tianqi 社 のＳＱＭ株 式 買 収 への

反 対 姿 勢  
T ianq i社 による買 収 行 為 はTianq i社 の問 題 であり，「ビ」氏 が中 国 企 業 のビジネス行 為 を

政 治 的 な課 題 としてしまったことは，二 国 間 の経 済 ・貿 易 関 係 に悪 影 響 を及 ぼす可 能 性

があ る。「ビ」氏 の，リ チウム 等 の戦 略 的 資 源 を 中 国 が独 占 しよ うとする戦 略 を 中 国 は取

っているというようなコメントは，二 国 間 の経 済 ・貿 易 関 係 の多 様 化 を踏 まえていないもの。

Tianq i社 の買 収 の判 断 は，中 国 政 府 とは全 く関 係 がない 。この買 収 行 為 が中 国 政 府 の

介 入 によるものだとの報 道 をみたが全 く根 拠 のないものである。 

中 国 による対 チリ投 資 に対 する印 象  
貿 易 関 係 は加 速 的 に発 展 した一 方 ，中 国 の対 チリ投 資 まだまだ改 善 の余 地 がある。ブラ

ジル，メキシコ及 びペルーに比 べても，対 チリ投 資 のボリュームは少 ない。鉱 業 分 野 は，経

営 が良 好 なチリ企 業 及 び外 国 企 業 によって支 配 されており，中 国 企 業 が投 資 するには更

なる努 力 が必 要 。中 国 企 業 は，インフラ，農 業 及 びエネルギー部 門 で更 に活 躍 できる。 

 

（３９） 中 国 企 業 によるＳＱＭ（リチウム）権 益 への参 画 と中 国 の対 チリ投 資 （報 道 ）  
 ビトラン・チリ産 業 開 発 公 社 （ＣＯＲＦＯ）前 副 総 裁 が，中 国 企 業 Tianq i社 によるＳＱＭ社

（チリ大 手 資 源 ，リチウム会 社 ）権 益 への参 画 に対 して異 論 を唱 えたことに対 し，Xu Bu駐

チリ中 国 大 使 はこれを批 判 し，この様 な振 る舞 いは二 国 間 関 係 に影 響 を及 ぼすと主 張 し

ている。 

 この「Xu」大 使 のコメント後 ，プロクリカ鉱 業 大 臣 は，昨 ２３日 ，チリは鉱 業 に係 るあらゆる

分 野 で中 国 投 資 に対 しオープンであり，チリ・中 国 関 係 は良 好 なものと捉 えている。また，

チリは全 ての外 国 投 資 に対 し差 別 なく開 放 している，と述 べた。 

 フレドリック投 資 促 進 庁 （Inves t  Ch i l e）長 官 は，チリと中 国 は総 じて良 好 な経 済 関 係 を

有 してい る。中 国 の対 チリ投 資 は一 定 の局 面 に 達 しており ，中 国 企 業 は，チ リ 地 場 企 業

の買 収 ，チリ進 出 という第 二 のステージに入 っている。中 国 建 設 銀 行 及 び中 国 銀 行 の進

出 しかり，将 来 的 に中 国 の投 資 が後 退 するということではなく，むしろ関 心 は更 に高 まり，

公 共 （事 業 ）の入 札 を通 じたチリ市 場 への進 出 が進 むとみられる，と述 べた。 

 投 資 促 進 庁 （Inves t  Ch i l e ）は,  現 在 ，総 額 にして１，４４８百 万 米 ドル，雇 用 創 出 ２，１

１４名 となる中 国 企 業 によるプロジェクト案 件 １４件 を抱 えている。 

 

（４０） 新 たな外 国 投 資 誘 致 戦 略 （経 済 省 プレスリリース）  
 バレンテ経 済 ・振 興 ・観 光 大 臣 は，チリ投 資 外 国 促 進 庁 （Inves tCh i l e）の２０１７年 報 告

会 に フ レ ドリ ッ ク 同 庁 長 官 と 共 に 出 席 し ， Inves tCh i l e が 進 め る 外 国 投 資 誘 致 戦 略 の 方

向 性 を変 更 したい，と述 べ，また，対 チリ投 資 を年 間 ６～７％成 長 させるべく，政 府 には投

資 刺 激 の役 割 があると指 摘 した。 

 「バ」大 臣 は，これまでの誘 致 戦 略 も魅 力 的 であったが，（外 資 に対 して，チリ市 場 は）差

別 なく開 放 し，また，特 定 の分 野 に特 化 せずよりマルチセクショナリズムなものになるよう同
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戦 略 を見 直 したい。現 在 ，Inves tCh i leは，直 接 投 資 又 はグリーンフィールドに焦 点 が当 た

っているが，我 々は，チリ企 業 の外 国 投 資 及 び外 国 投 資 家 の対 チリ投 資 に関 心 があり，

また，外 国 投 資 家 がゼロからの出 発 ではなく（地 場 ）企 業 を買 収 することから始 めることも

よいと考 える，と述 べた。 

 「 バ 」 大 臣 は ， 同 会 合 で ， Inves tCh i l e と 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト 庁 （ Of ic i na  de  G randes 

Proyec tos ）に よる協 働 ，また ，Inves tCh i l e とチ リ 輸 出 促 進 局 （ProCh i l e ：チ リ のJETRO）

のネットワークとの連 携 による外 国 事 務 所 の活 用 などについても言 及 した。 

 「フ」長 官 は，２ ０ １ ７ 年 の１ 年 間 に ， Inves tCh i l eは１ ９ ９ 件 の プロ ジ ェクト ，投 資 額 ７ ７ 億

米 ドル，雇 用 創 出 １ 万 人 の投 資 案 件 を 支 援 し，結 果 として，実 施 された 投 資 プロジ ェクト

は３１ 件 ，投 資 額 は９ 億 米 ドル，雇 用 は２ ，３６９ 名 を 創 出 した ，と述 べた。また ，２０ １７ 年

にサンフランシスコ（米 国 ），東 京 ，フランクフルト（独 ）に海 外 事 務 所 を開 設 したことにも言

及 した。 

 

（４１） 大 手 通 信 会 社 （Ente l）２０１８～２０２０年 投 資 （報 道 ）  
 チリ 大 手 通 信 会 社 Ente lは，２ ０１ ８～２０ ２ ０ 年 に１ ，９６ ０ 百 万 米 ドルの投 資 を 行 う。投

資 総 額 のうち１，４８０百 万 米 ドルはチリ国 内 ，４８０百 万 米 ドルは対 ペルー投 資 である。 

 ビクーニャEnte l社 長 は，リソースは同 社 の成 長 戦 略 に 基 づく分 野 に仕 向 けるとして，ペ

ルー市 場 に於 ける事 業 拡 大 ，家 庭 市 場 と光 ファイバーの掘 り起 こし，企 業 向 けＩＴ技 術 の

開 発 ，携 帯 電 話 分 野 の強 化 を挙 げる。 

 ２０ １ ８ 年 は，１ ，９ ６ ０ 百 万 米 ドルのうち６ ８０ 百 万 米 ドルの投 資 を 行 うこととしてお り，そ

のうち５２０百 万 米 ドルはチリ国 内 ，１６０百 万 米 ドルはペルー向 けである。更 に，チリ国 内

のうち２８０百 万 米 ドルは４Ｇサービスが広 がる携 帯 電 話 ビジネスに仕 向 けられる。 

 

（４２） チリ大 手 石 油 会 社 （Copec）によるペルー鉱 山 の買 収 （報 道 ）  
 ア ンヘリ ニ・グ ループ（当 館 注 ：石 油 ・ガス，林 業 等 を 営 むチリ 財 閥 ）は，今 後 ，チリ 及 び

第 三 国 に 於 いて鉱 業 分 野 に 取 り 組 む。今 週 ，（同 グループ傘 下 石 油 販 売 の）Copecが，

ペルーのフスタ銅 鉱 山 の株 式 ４０％を購 入 すると発 表 した。購 入 金 額 は，１６８百 万 米 ドル。

「フ」鉱 山 は，許 認 可 は取 得 しており，今 後 ２～３年 で操 業 を開 始 する。銅 の年 間 生 産 量

は，１００千 トンを見 込 む。 

 アンヘリニCopec社 長 は，同 買 収 は同 社 の国 際 化 及 び多 様 化 計 画 に 基 づくものである

が，鉱 業 については小 規 模 鉱 山 には既 に手 がけており，今 後 は，中 規 模 ，大 規 模 鉱 山 に

進 んでいく，と述 べた。 

 

（４３） クリエイティブ産 業 及 び中 小 企 業 貿 易 に係 る関 係 強 化 （外 務 省 国 際 経 済 関 係 総

局 プレスリリース）  
 ２６日 ，ジャニ エス外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 （ＤＩＲ ＥＣＯＮ）総 局 長 は，ピニ ェラ大 統 領

のアルゼンチン（亜 ）訪 問 の機 会 に併 せて，Tr ipod i亜 投 資 商 業 庁 長 官 と会 談 を行 い，両

者 は二 国 間 の協 力 関 係 及 び貿 易 関 係 を更 に強 化 する覚 書 に署 名 を行 った。 

 第 一 の覚 書 は，クリ エイティブ産 業 分 野 の協 力 メカニズ ムを 構 築 するもの。本 覚 書 につ

いて，「ジャ」総 局 長 は，チリのクリエイティブ産 業 のサービス輸 出 は着 実 に伸 びており，最

近 では，アカデミー賞 を獲 得 したチリ映 画 「ナチュラルウーマン（Una  Mu je r  Fan tas t i ca ）」

が特 筆 。本 覚 書 により，二 国 間 貿 易 関 係 は深 化 し，地 域 統 合 の戦 略 的 連 携 を構 築 でき

る。また，クリエイティブ産 業 の輸 出 入 業 界 のための電 子 ポータルを始 動 させることができ

る，と述 べた。 

 第 二 の覚 書 は，二 国 間 貿 易 強 化 のための電 子 プラットフォームに関 するもので，両 国 の

中 小 企 業 による貿 易 の深 化 を目 指 す。本 覚 書 について，「ジャ」総 局 長 は，電 子 ポータル

は既 に 亜 との間 でビジネスを展 開 してい るチリ企 業 に 裨 益 する。２０１７ 年 ，５２５ 社 のチリ
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中 小 企 業 が対 亜 輸 出 し，１０７６社 が亜 から輸 入 している。本 覚 書 により，両 国 中 小 企 業

の取 引 がダイナミズムに拡 大 することを期 待 する，と述 べた。 

 

（４４） チリ生 産 商 工 連 盟 のデジタル戦 略 委 員 会 設 置 （報 道 ）  
 昨 ２４日 ，チリ生 産 商 工 連 盟 （ＣＰＣ。チリの経 団 連 ・日 商 。太 平 洋 同 盟 のチリ経 済 団 体

の事 務 局 ）は，（産 業 の）技 術 革 新 及 びオートメーション化 を促 進 するため，教 育 ，労 働 ，

能 力 及 び投 資 に焦 点 を当 てたデジタル戦 略 の特 別 委 員 会 を設 置 した。（当 館 注 ：チリ政

府 は，ＡＰＥＣ２０１９の優 先 アジェンダに「デジタル経 済 」を挙 げている）。同 委 員 会 の委 員

には，アマゾン，マイクロソフト，テレフォニカ・チリ等 の経 営 層 が参 画 する。 

 

（４５）  政 府 調 達 及 び金 融 サービス投 資 に係 る協 定 ・議 定 書 の署 名 （外 務 省 国 際 経 済

関 係 総 局 プレスリリース）  
 チリ（智 ）及 びブラジル（伯 ）両 政 府 は，２７日 ，ピニェラ大 統 領 の訪 伯 を捉 え，政 府 調 達

に係 る協 定 及 び金 融 サービス投 資 に係 る議 定 書 に合 意 した。 

 政 府 調 達 に 係 る 協 定 は， 透 明 性 ， 同 等 性 及 び 無 差 別 の 条 件 の 下 ， 政 府 調 達 に 係 る

二 国 間 の取 引 拡 大 を視 野 に，その原 則 及 び基 準 を定 め，智 伯 二 国 間 の投 資 促 進 ，（智

企 業 の）グローバル市 場 に於 ける競 争 力 及 び政 府 調 達 の効 率 化 の向 上 に資 する。 

 金 融 サービス投 資 に係 る議 定 書 は，投 資 家 及 び投 資 に対 する内 外 無 差 別 ，両 国 投 資

家 の同 等 性 を保 証 する。チリ金 融 サービスの輸 出 は，２０１７年 ９０百 万 米 ドル，うち米 国

向 けは６０％，スイス向 けは１５％，ルクセンブルク向 けは６％である。 

 ピニェラ大 統 領 及 びアンプエロ外 務 大 臣 に同 行 したジャニエスＤＩＲＥＣＯＮ総 局 長 は，伯

向 け の金 融 サービス は，１ ００ ％保 証 の信 用 保 険 向 け で規 模 は３ ０ 万 米 ドルであ り ，まだ

発 展 途 上 だ が， 本 議 定 書 が輸 出 の 拡 大 に つ ながる保 証 を 提 供 するもの 期 待 する ，と 述

べた。 

（以 上 ） 


